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青年部セミナー『中小業者の節税とお金のため方』開催    

第六十四回秋の運動実行中！ 
 

 業者の方をご紹介頂き入会された場合 

 ３０００円のお礼をさせて頂きます。 

 

  労働保険・一人親方の加入について 

 浦和民商労働保険事務組合までご相談 

 ください。 

   

      ℡048-886-5200 

 『節税しながら資産つくり』 すごい！！ためになった！！ 
   
 ９月２１日（金）１９時より浦和民商事務所にて１級ファイナンシャルプランナー・ＦＰさいたま主宰

大島利幸氏（元浦和民商事務局長）を招いて青年部がセミナーを開催しました。参加は２１名でした。 

 退職金の無い事業主は将来が不安。ならば国の制度を利用し楽して２０００万円超の退職金とその後生

涯月額２０万円超の年金を確実に実現するためにどうしたら良いかという青年業者必見の内容でした。 

 お金は寂しがり屋。いっぱい持っているところに集まる習性が。お金を残す人は収入の大小でなく、手

取収入から生活費に差額をつくり定期長期積み立てができること。そこで２つの、国の制度を使い税金が

確実に安くなり資産が増えていくという大島氏の講演でした。参加した方は、すぐやってみたい！ために

なった！！早速息子や娘に教えたい！ 大島氏に過去指導を受け制度を使って実際に資産を２０００万

円以上作った方の体験談もでて開場は沸きに沸きました。 

 流行の積み立て・分散型投資についても触れ、これも国の制度を使

い投資を学びながらこつこつと賢く貯める、安心・節税ファンドにつ

いて大変わかりやすく説明して頂きました。 

  

 大島氏の講演の詳細を知りたい方は、大島氏が執筆した 

  『これならできる！若い経営者が資産を残す方法』 

Ａmazonのキンドル本・さいたま出版にて４８０円で購入できます。

また投資については、金融庁の動画サイトをまず確認してください。 

 

  以上お金に興味のある方は浦和民商までご相談ください。 

  秋の運動：憲法・消費税署名1020筆 会員1 新聞2部 婦人部6名 青年部1 共済会3の拡大 

 埼玉労働局と交渉を行ないました。 
 ９月１４日（金）午前１０時３０分より新都心にある埼

玉労働局にて、埼玉県商工団体連合会と県内民商１４名で

交渉を行ないました。今回の交渉案件は、マイナンバー強

要についてでした。５月同局と交渉を行なった際、ハロー

ワークの取得届や喪失届など個人がマイナンバー提示を拒

否した場合、書類を受領することを確認し８月の厚労省と

の懇談においても同様の返答があったにも拘らず、ハロー

ワークによって対応が違うこと、職員への伝達がきちんと

行われているか、また９月からマイナンバーを強要するの

かなど交渉しました。県内民商からいくつか事例を出し地

域のハローワークに指導もお願いしました。 

 ９月以降も変わらず本人拒否の場合は、書類を受領する

ことをしっかり確認しました。 

 第１５回全国業者青年交流会in北九州 
 
 ９月２３・２４日、２年に一度行われる全国業者青年

交流会に参加するため北九州市に行ってきました。全国

からの参加は３００人を超え、浦和民商から３名の参加

でした。 

 今回は分科会が初日にあり、私が参加した分科会は、

青年部作り・青年部活動をテーマにした分科会でした。

分科会での発言で、何かをやったら必ず増えるなどの正

解は無いけれど、何もやらなければ何も増えない。諦め

ないで何かやっていれば、１ヶ月・半年・１年か、いつ

か正解が見えてくる。などの話もあり今後の青年部活動

を後押ししてもらえるような良い内容の分科会でした。 

 ２日目は、パネルディスカッションと落語家の林家は

な平さんのお話がありました。パネルディスカッション

では、横浜国立大学名誉教授の三井逸友さんがコーディ

ネーター勤め、世代交代と事業継承や中小企業と家族経

営の強みなどの話がありました。 

 最後に第４２回全青協総会へ向けて青年部を盛り上げ

いこうと団結をして閉会になりました。 

       花井 共希 




